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三
月
六
日
、
中
央
公
民
館
で
若

松
進
一
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

「
地
域
の
素
材
を
活

か
す
」
と
題
し
て
社

会
教
育
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

若
松
さ
ん
は
伊
予

市
双
海
町
出
身
。
双

海
町
役
場
地
域
振
興

課
長
や
教
育
長
を
歴

任
し
、
退
職
後
は
全

国
各
地
で
「
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て
の

講
演
活
動
や
愛
媛
大

学
非
常
勤
講
師
と
し

活
躍
さ
れ
て
お
り
、

地
元
で
は
人
間
牧
場

を
主
宰
し
て
い
ま

す
。
ま
た
人
と
の
か

か
わ
り
の
中
か
ら
生

ま
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
、
ご
自
身
の

ブ
ロ
グ
な
ど
で
発
信

し
て
い
ま
す
。

瀬
戸
内
海
に
面
し

た
双
海
町
は
か
つ
て
は
過
疎
、
高

齢
化
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
た
町
で
し

た
が
、
美
し
い
「
夕
日
」
を
テ
ー

マ
に
地
域
の
活
性
化
を
実
現
し
た

の
が
若
松
さ
ん
で
す
。

講
演
は
、
終
始
笑
い
と
軽
快
な

口
調
で
参
加
者
を
圧
倒
。「
夕
日
」

で
ま
ち
お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
き

た
経
緯
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。テ

レ
ビ
番
組
の
取
材
に
来
た
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
に
「
こ
ん
な
海
に
近

い
駅
で
、
こ
ん
な
夕
日
を
見
ら
れ

る
な
ん
て
」
と
絶
賛
さ
れ
、
こ
の

一
言
が
ヒ
ン
ト
に
な
り
、
駅
を
会

場
に
し
た
夕
焼
け
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
。
集
ま
っ
た
観
客
は
千
人
を

超
え
「
そ
ん
な
に
人
が
来
る
わ
け

が
な
い
」
と
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
悲

観
的
だ
っ
た
町
長
が
、
コ
ン
サ
ー

ト
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
は
思
い
が

け
ず
夕
焼
け
の
自
慢
話
で
始
ま
っ

た
な
ど
、
実
際
の
体
験
談
を
踏
ま

え
た
話
に
参
加
者
は
時
間
と
と
も

に
次
第
に
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し

た
。若

松
さ
ん
は
書
く
こ
と
、
し
ゃ

べ
る
こ
と
、
実
践
す
る
こ
と
が
大

事
。
平
凡
な
こ
と
の
繰
り
返
し
が

非
凡
な
こ
と
の
道
に
つ
な
が
る
。

区
別
化
、
差
別
化
し
、
こ
こ
で
し

社
会
教
育
講
演
会

「
地
域
の
素
材
を
活
か
す
」

若松進一さんが熱く語る

「やる気のないところには何もおこらない」

か
な
い
「
も
の
」
を
作
る
こ
と
が

大
事
。
や
る
気
の
な
い
と
こ
ろ
に

は
何
も
起
こ
ら
な
い
、
と
熱
く
語

っ
て
い
ま
し
た
。

若
松
進
一
さ
ん
の
講
演

絵
本
読
み
聞
か
せ
教
室

小
学
一
年
生
と
歌
お
う
！

「池川成人・高齢者大学」が、２月９日から３
月１日までの間に５回開催され、各講座に23人か
ら44人と大勢の方が参加しました。
今回は「絵本の読み聞かせ教室」「小学１年生と

歌おう！」「パステル画」「健康体操」「人体の不思
議展見学」の五講座で、受講者は学校時代を思い
出し、国語・音楽・図画・体育・理科を体験しま
した。
特に「小学１年生と歌おう！」では、池川小学

校１年生の音楽の授業に参加し、歌を歌ったり楽
器を演奏したり、小学生時代に返って楽しいひと
ときを過ごすことができました。

楽しく学んで自分を磨く
－ 池川成人・高齢者大学 －
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仁
淀
中
学
校
生
徒
会
が
、
高
知

県
教
育
委
員
会
か
ら
児
童
生
徒
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

車
い
す
と
交
換
す
る
た
め
に
プ

ル
タ
ブ
や
ア
ル
ミ
缶
を
集
め
た

り
、バ
ス
停
の
清
掃
を
す
る
な
ど
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
、
児
童

生
徒
の
模
範
と
な
る
と
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

生
徒
会
執
行
部
の
皆
さ
ん
は
、

「
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が

表
彰
さ
れ
て
、と
て
も
う
れ
し
い
。

こ
れ
か
ら
も
目
標
を
し
っ
か
り
と

持
っ
て
、
さ
ら
に
頑
張
り
た
い
。

昨
年
は
車
い
す
一
台
と
交
換
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
今
年
も
プ
ル
タ

ブ
や
ア
ル
ミ
缶
が
た
く
さ
ん
集
ま

る
よ
う
呼
び
掛
け
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

仁
淀
中
学
校
生
徒
会
に

高
知
県
児
童
生
徒
表
彰

生徒会執行部の皆さん

あがわ荘に入所されている藤原利張さんが100歳を迎
えられ、藤�富士登町長から長寿祝いが贈られました。
藤原さんは明治40年２月16日生まれ。あがわ荘に入

所されたのは５年ほど前で、それまでは橘谷で過ごさ
れていました。70歳過ぎまで土木作業員として勤め、
その後も山や畑仕事に精を出されていたそうです。
現在は車いすでの生活となり耳も少し不自由になり

ましたが、食事は好き嫌いなく全部食べ、新聞や本を
読み、広報によど川も毎月楽しみにしていただいてい
るとのことです。
町長を前に最初は緊張気味の藤原さんでしたが、「お

めでとうございます」と声を掛けられると笑顔で答え
ていました。
お祝いに駆けつけた娘さんは「いつだったか、とて

も元気なお父さんは『100まで生きたい』と話していま
した。望みがかなって本当に良かったです」とうれし
そうに話していました。

藤
原
利
張
さ
ん

100歳おめでとう

防災学習と砂防ダムの見学 池川小学校

三
月
十
四
日
、
池
川
小
学
校
三
年
生
八
人
が
総
合
的
な

学
習
の
時
間
に
、
防
災
学
習
と
シ
バ
谷
川
砂
防
ダ
ム
の
見

学
を
行
い
ま
し
た
。

学
習
で
は
ま
ず
、
シ
バ
谷
川
砂
防
ダ
ム
建
設
工
事
を
行

っ
た
株
式
会
社
和
泉
工
業
の
事
務
所
で
、
高
知
県
中
央
西

土
木
事
務
所
越
知
事
務
所
の
森
本
剛
正
さ
ん
か
ら
、
砂
防

ダ
ム
と
土
砂
災
害
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

昭
和
五
十
年
に
は
台
風
に
よ
り
池
川
地
区
で
も
土
石
流

が
発
生
し
ま
し
た
が
、
当
時
の
写
真
を
見
な
が
ら
、
災
害

の
恐
ろ
し
さ
や
砂
防
ダ
ム
の
効
果
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
う
な
ず
い
た
り
、
驚
い
た
り

し
な
が
ら
、
真
剣
な
表
情
で
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
完
成
し
た
ば
か
り
の
幅
四
十
五
r

の
砂
防
ダ

ム
を
見
学
。
児
童
た
ち
は
、
ダ
ム
の
必
要
性
や
効
果
を
あ

ら
た
め
て
感
じ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

僕
た
ち
私
た
ち
の
文
字
が
ダ
ム
の
銘
板
に

銘
板
に
刻
ま
れ
た
「
シ
バ
谷
川
砂
防
ダ
ム
」
の
文
字
は
、

土
木
事
務
所
か
ら
の
提
案
に
よ
り
、
池
川
小
三
年
生
が
書

い
た
も
の
で
す
。
八

人
の
児
童
が
一
文
字

ず
つ
書
き
ま
し
た
。

完
成
し
た
銘
板
を
見

る
の
は
初
め
て
で
、

児
童
た
ち
は
自
分
が

書
い
た
文
字
を
見

て
、
満
足
そ
う
な
顔

を
見
せ
て
い
ま
し

た
。

銘
板
を
前
に
笑
顔
の
三
年
生
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皆
さ
ん
も
す
で
に
ご
存
じ
の
よ

う
に
、
土
佐
の
教
育
改
革
で
は

「
子
ど
も
た
ち
の
学
力
の
定
着
と

向
上
」「
楽
し
く
分
か
る
授
業
づ

く
り
」
を
重
点
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

全
国
的
な
幼
児
・

児
童
生
徒
の
生
活
実

態
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
か
ら
も
「
子
ど
も

た
ち
の
学
力
の
定
着

と
向
上
」
を
図
る
た

め
に
は
、
子
ど
も
た

ち
の
生
活
リ
ズ
ム
を

整
え
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
、
町
と
し

て
も
子
ど
も
た
ち
が

元
気
で
す
こ
や
か
に

毎
日
を
送
れ
る
よ
う

取
り
組
み
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

仁
淀
地
区
で
は
「
ノ
ー
テ
レ
ビ

デ
ー
・
ノ
ー
テ
レ
ビ
タ
イ
ム
」、

吾
川
地
区
で
は
「
子
ど
も
た
ち
の

し
あ
わ
せ
の
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ

ー
」「
名
野
川
小
学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
ノ
ー
テ
レ
ビ
タ
イ
ム
」
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

は
高
知
県
は
も
と
よ
り
全
国
で
も

先
進
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。町

で
は
、
昨
年
十
月
に
保
育

所
・
幼
稚
園
・
小
・
中
学
校
の
全

幼
児
、
児
童
生
徒
を
対
象
に
生
活

実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。そ

の
結
果
、

子
ど
も
た
ち
の

傾
向
と
し
て
、

①
遅
寝
遅
起
き

②
幼
児
と
小
学

生
の
睡
眠
時
間

が
短
い
③
年
齢

が
進
む
に
つ
れ

て
長
時
間
の
メ

デ
ィ
ア
漬
け
に

な
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま

し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト

の
集
計
結
果
は
、

表
の
と
お
り
で

す
。表

か
ら
も
分

か
る
よ
う
に
、

年
齢
が
進
む
に

つ
れ
て
テ
レ

ビ
・
ビ
デ
オ
、

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
、

パ
ソ
コ
ン
ゲ
ー

ム
、
携
帯
、
メ

教
育
委
員
会
か
ら
の
報
告

子どもの生活リズム向上戦略
学習効率を上げる生活の知恵①

仁淀川町の子どもたちの生活実態アンケート集計結果（平均）

ー
ル
な
ど
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
、
ど
ん
ど
ん
と
メ
デ
ィ
ア
漬
け

に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
の
子
ど
も
時
代
は
い
か

が
で
し
た
か
。
比
べ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

次
号
に
続
き
ま
す
。

就寝時刻
起床時刻
睡眠時間
遊び時間
（うち、外での遊び時間）

5歳児
男子
21:38
6:53
9:14
2:49
（1:15）

女子
21:25
6:50
9:24
2:34

（0:57）

男子
21:16
6:35
9:21

女子
22:04
6:45
8:41

男子
22:33
6:46
8:13

女子
22:50
6:49
7:58

小学校高学年 中学校3年

2:09 1:44 2:00
0:44
0:05
0:07
0:00
0:00
0:55

2:35
0:20
0:14
0:16
0:00
0:03
1:00

2:29
1:07
0:04
0:18
0:00
0:04
1:05

2:45
0:10
0:03
0:25
0:02
0:12
1:19

2:09 1:44 3:51 4:28 5:07 4:56

テレビ・ビデオ視聴時間
テレビゲーム時間
パソコンゲーム使用時間
インターネット使用時間
携帯電話使用時間
携帯メール使用時間
家での勉強時間
子どもたちが1日にメディアとつきあう時間

２月９日、第３回仁淀川町地域教育推進
協議会が開かれ、部会と全体会で活発な意
見交換が行われました。
「子どもの学力を考える部会」
ノーテレビデーを実施するに当たり、活

動の目的を「家庭学習の時間を増やすこと」
と「生活リズムを考えること」にすること
を確認し、保護者の理解と協力を得るため
に、会長が町ＰＴＡ連合会総会において報
告をすること、６月から実施をすることが
決まりました。
「生活や体験活動を考える部会」
あいさつ運動について、各委員から現状

についての報告がありました。
オレンジ色の上着を着て街頭に立った小

学校では私服のままより効果があったこと、
またあいさつ運動をしていることを分かっ

てもらうために、たすきや旗を作ることを
検討していること、地域全体で良い反応が
返ってきていることなどが報告されました。
19年度に向けては、この運動を継続して

いくことや、地域の方々と触れ合う活動も
考えていきたいとの意見が出されました。
「子育てを考える部会」
小さいころからテレビを見る時間が多い

ことから、家族のコミュニケーションを図
るためにも「夕食の時間はテレビを消そう」
に取り組むこととなりました。

〉〉〉第 3 回仁淀川町地域教育推進協議会〈〈〈

ノ
ー
テ
レ
ビ
デ
ー
の
実
施
や

あ
い
さ
つ
運
動
の
充
実
を

長
者
小
で
の

あ
い
さ
つ
運
動
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三
月
八
・
九
・
十
三
日
に
、
長
者
小
学

校
で
パ
ソ
コ
ン
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
高
知
市
内
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

「
ト
ラ
ン
タ
ン
」
の
田
村
先
生
。
三
回
の
講

座
で
、
文
章
の
作
成
な
ど
基
本
的
な
パ
ソ

コ
ン
の
使
い
方
を
習
得
し
よ
う
と
い
う
教

室
で
す
。

初
回
の
八
日
に
は
十
人
が
出
席
。
田
村

先
生
の
「
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
こ
と
は
、
車

の
運
転
と
似
て
い
ま
す
。
基
本
さ
え
覚
え

て
使
っ
て
い
け
ば
、
い
つ
の
ま
に
か
車
の

運
転
の
よ
う
な
感
覚
で
使
い
こ
な
す
こ
と

が
で
き
ま
す
」
と
の
話
に
、
参
加
者
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
、
真
剣
な
表
情
で
パ
ソ
コ

ン
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

三
月
下
旬
に
は
別
府
小
学
校
で
も
同
じ

内
容
で
教
室
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
田
村

先
生
か
ら
き
め
細
か
い
指
導
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

三
月
九
日
に
池
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、
十
六
日
に
は
中
央
公
民
館
で
Ａ

Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
の
ゾ
イ
さ
ん

と
モ
ニ
カ
さ
ん
に
よ
る
英
語
ク
ッ
キ
ン
グ

教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

ゾ
イ
さ
ん
と
モ
ニ
カ
さ
ん
の
出
身
国
で

あ
る
カ
ナ
ダ
と
ア
メ
リ
カ
の
家
庭
料
理
を

一
緒
に
作
り
、
合
わ
せ
て
英
語
も
勉
強
し

よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
作
り
方
な
ど
は
す

べ
て
英
語
で
説
明
。
参
加
者
は
一
生
懸
命

二
人
の
話
を
聞
き
と
り
、
料
理
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

と
て
も
楽
し
い
教
室
と
な
り
、
普
段
使

わ
な
い
ス
パ
イ
ス
を
使
っ
た
料
理
な
ど
、

違
う
文
化
を
知
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

長
者
小
で
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

基本的な使い方を学ぶ
パソコン教室

池
川
で
の
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

第２回津野町駅伝競走大会

３月４日、葉山の郷をスタート・ゴールとす
る新荘川沿いのコースで行われた第２回津野町
駅伝競走大会・小学生男子の部に、スポーツ少
年団別府メッツジュニアが参加。
元気いっぱいの走りでタスキをつなぎ、13チ

ーム中、10位の成績を収めました。
出場選手
１区　竹本　勇斗　　２区　大野　　原
３区　片岡　周磨　　４区　大野　勇星
５区　大野　　慎　　６区　大野　　駿

第14回桜花杯ソフトボール大会が町外から３
チームを招待し、３月11日、吾川中学校を主会
場に開催されました。
当日は強風の吹く寒い１日となりましたが、

予選リーグ戦より熱戦が繰り広げられ、決勝に
は昨年度優勝校の鏡中学校と、二度目の優勝を
目指す仁淀中学校が勝ち上がり、強打の鏡中学
校が７－１のスコアで２年連続３度目の優勝を
飾りました。
また３位決定戦は、吾川中学校と本山・吉野

中学校で行われ４－２のスコアで本山・吉野中
学校が制しました。

優　勝 鏡中学校　　　　準優勝 仁淀中学校
第３位 本山・吉野中学校

第14回桜花杯ソフトボール大会

別府メッツジュニアの皆さん

試
合
の
様
子

スポーツ

英
語
で
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室



11 ） 広報によど川 4 月号

集落見聞録�
（第18回）�
�宗　津�

そう　　　　　づ�

集
落
に
詳
し
い
隅
田
藤
市
さ
ん

は
「
昭
和
十
年
代
に
は
家
が
今
の

倍
ぐ
ら
い
あ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の

家
が
ミ
ツ
マ
タ
や
コ
ウ
ゾ
を
栽
培

し
た
り
、
炭
焼
き
や
養
蚕
で
生
活

し
よ
っ
た
。
時
代
が
進
む
に
つ
れ

て
、
よ
そ
へ
出
て
行
く
人
が
増
え

た
。
田
ん
ぼ
や
茶
畑
も
か
な
り
あ

っ
た
が
、
今
は
年
寄
り
ば
か
り
に

な
っ
た
の
で
、
荒
れ
て
し
ま
い
ゆ

う
。
自
分
ら
あ
が
食
べ
る
野
菜
を

作
り
ゆ
う
だ
け
。珍
し
い
も
の
も
、

自
慢
し
た
い
も
の
も
何
も
な
い

よ
。
で
も
気
心
の
知
れ
た
人
ば
か

り
で
、
み
ん
な
仲
良
う
し
ゆ
う
の

で
住
み
や
す
い
よ
」
と
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

年
間
を
通
し
て
昔
か
ら
伝
わ
る

行
事
が
い
く
つ
か
あ
り
、「
み
ん

な
仲
良
く
」
の
言
葉
の
と
お
り
、

集
落
全
員
で
守
り
続
け
て
い
ま

す
。

百
万
遍

旧
暦
の
正
月
十
六
日
、
集
会
所

に
集
ま
っ
た
人
た
ち
は
輪
に
な
っ

宗津は役場本庁から車で約15分、
標高350㍍から550㍍と高低差の大き
い所で、つづら折りの坂道に沿って
家が建っています。
２月末現在38世帯、85人の集落で

す。

宗津集落

隅田藤市さん

て
座
り
、
数
珠
を
繰
り
な
が
ら
豊

作
祈
願
を
し
ま
す
。

慰
霊
祭

毎
年
彼
岸
に
集
会
所
で
行
っ
て

い
ま
す
。
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
る

と
と
も
に
、
無
病
息
災
や
家
内
安

全
を
祈
念
し
ま
す
。
昭
和
二
十
八

年
ご
ろ
に
は
、
集
落
中
心
部
に
忠

魂
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

願
ほ
ど
き

明
治
初
期
か
ら
続
く
行
事
で
、

旧
暦
九
月
の
最
後
の
夜
に
氏
神
様

の
大
山
祇
神
社
で
行
わ
れ
ま
す
。

お
百
度
参
り
を
し
て
、
祈
願
し
た

こ
と
が
か
な
っ
た
お
礼
を
し
ま

す
。

大
山
祇
神
社
の
神
祭

七
月
十
日
と
十
二
月
十
日
に
行

わ
れ
ま
す
。
十
二
月
の
神
祭
で
は

忠魂碑

名
野
川
磐
門
神
楽
が
奉
納
さ
れ
る

こ
と
な
ど
も
あ
り
、
集
落
外
か
ら

も
大
勢
の
人
が
訪
れ
に
ぎ
わ
い
ま

す
。

首切れ石
昔、宗津に住む地主が1反

の畑を耕そうと、人を7人雇
いましたが、誰も来てくれ
ませんでした。しかたなく
一人で耕した地主ですが、
まだまだ力が余っていると
感じました。
そこで力試しをしようと

思い、近くにあった石を抱
え、岩の上に乗せたという
ことです。（右の写真、上の
部分が抱えられた石）

大
山
祇
神
社

高さ約3㍍の首切れ石

こんな伝説も…

百
万
遍
、
願
ほ
ど
き
…

守
り
続
け
る
伝
統
行
事

至池川�

宗津� R439

至松山�

役場本庁�

至高知�
R33

田村�



広報によど川 4 月号 （ 12

こんにちは！�
　　　保健師です�

い
よ
い
よ
四
月
。
入
学

や
進
級
、
職
場
の
異
動
な

ど
環
境
が
が
ら
っ
と
変
わ

る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

気
分
一
新
で
意
欲
が
わ
い

て
く
る
一
方
、
未
知
の
こ

と
へ
の
不
安
で
ス
ト
レ
ス

が
た
ま
り
や
す
い
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。

う
つ
病
と
い
う
と
、
何

か
特
別
な
病
気
の
よ
う
に

聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
日
本
人
の
十
五
人

に
一
人
は
か
か
る
可
能
性

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。仁

淀
川
町
の
人
口
が
七

千
五
百
四
十
六
人
（
平
成

十
九
年
二
月
末
現
在
）
で

す
か
ら
、
町
内
で
五
百
人

余
り
の
人
が
う
つ
病
と
お
付
き
合

い
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。よ

く
「
う
つ
病
は
心
の
風
邪
」

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
脳
の
中
の
ア

ミ
ン
と
い
う
物
質
が
少
な
く
な
る

こ
と
が
原
因
な
の
で
、
心
の
持
ち

よ
う
だ
け
で
は
治
せ
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
早
め

に
気
付
い
て
適
切
な
治
療
や
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
る
こ
と
が
重

要
で
す
が
、
日
ご
ろ
の
様
子
に
変

わ
っ
た
こ
と
が
な
い
場
合
も

あ
る
の
で
、
周
囲
の
人
に
は

分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
と
き
に
は
症
状
が
微
熱

だ
け
と
い
う
場
合
も
あ
る
の

で
、
本
人
で
さ
え
気
付
か
ず

悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

う
つ
病
も
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
が
大
切
で
す
。
日

ご
ろ
ち
ょ
っ
と
し
た
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
て
い
る
人
で
、
次

の
よ
う
な
症
状
が
一
カ
月
以

上
続
い
て
い
る
場
合
は
、
ぜ

ひ
一
度
病
院
か
専
門
機
関
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

・
眠
り
が
浅
か
っ
た
り
、
朝

早
く
目
が
覚
め
て
し
ま
う

・
朝
、
目
覚
め
た
と
き
が
一

番
ゆ
う
う
つ
で
あ
る

・
食
欲
が
な
い
、
何
を
食
べ
て
も

お
い
し
く
感
じ
な
い

・
原
因
不
明
の
微
熱
が
続
く

・
体
が
だ
る
い
、め
ま
い
が
す
る
、

疲
れ
や
す
い

・
こ
れ
ま
で
好
き
だ
っ
た
こ
と
が

お
っ
く
う
に
な
っ
た

・
意
味
も
な
く
イ
ラ
イ
ラ
し
た

り
、
自
分
の
責
任
だ
と
思
っ
て

し
ま
う

・
昔
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
は
悩

む
・
便
秘
や
下
痢
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
※
高
知
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
は
相
談
専
用
電
話
が
あ

り
ま
す
。

「
心
の
テ
レ
相
談
」

月
･
水
･
木
･
金
曜
日

午
後
一
時
〜
三
時

@
０
８
８
・
８
２
３
・
０
６
０
０
　

（
相
談
は
無
料
）

うつ病を防ぐために…

この時期は、歓送迎会、花見などお酒を飲
む機会が多くなります。
飲酒の機会が増えると、急性アルコール中毒
で救急搬送されるケースも多くなります。
一気飲みなど、お酒を短時間に飲むと泥

酔・昏睡状態になり、場合によっては吐いた
物をのどに詰まらせ窒息したり、呼吸困難な
どの危険な状態を引き起こす場合がありま
す。

応急手当
１．仰向けにしていると、嘔吐した時、吐い
た物がのどにつまる恐れがあるので体を横
向きにして寝かせましょう。（回復体位）

２．嘔吐したら、のどにつまらせないように
口の中の物をかき出しましょう。
３．体が冷えないように毛布などで保温しま
しょう。
４．酔いが覚めるまで付き添うなどして、目
を離さず、一人にしないようにしましょう。

今日の体調は・・・大丈夫�
私の飲酒量は・・・このくらいかな？�

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
ご
注
意
！

高
吾
北
消
防
署


